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シ ソ細胞培養 プ ロ セ ス の 計 算機 援用 に よ る オ ン ライ ン測定

（阪大 ・工 ・ICBiotech，）　 0 鐘建江、関達治、吉田敏臣

1 ．目 的 ： 植物細胞培養プ ロ セ ス の オ ン ライ ン 計測 制 御 が望まれ て い るが、こ れ まで

関連する報告は殆ど見 当た らな い 。 演者らは先に レーザー濁度計を用 い てバ イオ リ ア クタ
ー

における シソ細胞濃度をオ ン ラ インモ ニ ター
リングで きるこ とを報告した

1 ＞
。　 また 、

剪断が シ ソ培養細胞へ 著し く影響を及ぼして い る こ とが分か っ た
2 ）が 、 シソ細胞培養プ

ロ セ ス に お け る生理状態変数の経時変化 につ い ては未検討で あ っ た 。 今回、針算機援用 に

よ る培養プロ セ ス 変数 の オ ン ラ イ ン計測を行な い 、 検討した結果 を報告する 。

2 ．方 法 ：　 シ ソ （Pe溜 丑 伽 e5  η8）細胞培養は Chemap　FZ−2000型の リアクタ
ー

を用 い

て行な っ た 。 計算機は IBM 　AT 型、ソ フ トウ エ ア シ ス テ ム は 当研究室が開発した もの
3 ）

を用 い た。 出口 の 酸素お よび二 酸化炭素の 濃度 は ガ ス 分析計 によ っ た 。 色素量や 残糖含

量はオ フ ライ ン で測定 した4）
。

3 、結 果 ：　 異な っ た剪断条件 に お い て 、二酸化炭素発生速度、細胞比増殖速度お よび

細胞 量 の経時変化が 各々 同程度であ っ た 。 しかし、培養後期に お い て pH 、酸素 （比）消

費速度 、 呼吸商 、 お よ び細胞の色素含墨 と総色素量 の 経時変化は各々著 しく異 な っ て い

た 。 興味深 い ことに、低剪断場で 培養した色素生産能の 高い 細胞の 方が酸素を多く要求

して い る こ とが 観察された 。 こ れは フ ラ ス コ 細胞培養に お い て も認め られた 。
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ごま〈Sesamum 　 indicum　L．〉ま音養細胞 か らの超 臨界流体に よ る抗酸化性成分抽出

（〈株）神 戸製銅 所 、 生 物研 、 化学 ・高分子研 ン
゜

中山雄之 、 多 田俊哉 、井川 昇
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1　 目的　ご ま（Sesamun　 i　nCiicuen　 L ）の 種子よ り誘導 し 艶 細胞 に は 、 抗酸化作用 を有す る

物質 が含 まれ て い る こ とが見 い だされ て い る D
。 演考 らは 、 ご ま細 胞の 液 体培養 で の 大量

培養 を行 っ ta　2 ⊃。本報で は 、 培養細胞か ら の 成分の 抽出方法として 、超臨界流体に よる抽

出 に つ い て の検 討 准行 っ 距 。

2 。方法 　 5L 培養 装置 で の 培養 細胞 を凍結乾燥 し、抽 出用の サ ン プル と して 用 い た 。 超

臨界 流体 抽 出は 、溶 媒 と し て CO2を 用 い て 行 っ た 。エ ン トレ ーナ ーに エ タ ノ ール を 用い 、

そ の 濃度変化に よ り溶媒の 極 性 を変化 させ た 。 エ ン トレ ー ナー
瀧度は 、 ス テ ッ プ ワ イズに

上 げ て行 き、各 フ ラ ク シ ョ ン ご と に 分取 した 。 ま た超臨界 流体抽出 と同 時に 、有 機溶媒 を

用 い た液体溶媒抽出 を行 っ だ e 抽出したサ ン プル は 、 HPしCを 用 い て 分離分析を行 っ te。

3 ．結 果　溶 媒 と して CO2を用 い 、エ ン トレー一　t 　．一に エ タノ
ール を用 い た超 臨界流体抽 出

で は 、 エ ン トレーナ ー濃度が 低い ほ ど低 極性側の 物質が 抽出 され る傾向が み られ 、エ ン ト

レ ーナ ー膿度を 高 くす る に従 い 高極性の 物質が抽 出され 距 。しか しな が ら超 臨界流体抽 出

で の 高極性側 へ の 移行は 、 HPLC分離分析 に おけ る極性強度 と相違 し距順に な ざ れ てお り 、

有機 溶媒 を 用い た液 体溶 媒抽 出 とは異 な っ 炬特 性 がみ られ 海 。 超 臨界流 体抽 出 は、低極 性

の 物 質を抽 出す るの に有 効 に用 い るこ とが で きる と示 唆 され te。 まtaエ ン トレーナー−ee度
を変 化 させ るこ とに よ り物質 の 選 択 的な 抽 出が行え ると考 え られ 炬 。
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